
               

 

 

 

〈 主な項目内容 〉
○第166回総代会 2
○第165回総代会 他 3
○平成29年度予算のあらまし 4～5
○平成29年度賦課金について 6
○平成29年度地区除外決済金について 7

○水利調整委員及び水利について 8
○利水豊穣春の祈願祭､管理運営委員会だより 他 9
○改良区への通知､使用料･手数料について10
○管理運営委員会と担当職員､事務局機構 他11
○多面的機能支払交付金活動､総代･役員の改選12

【ESCO事業により新しくなった小水力南舘発電所】

【竣工祝賀会】【ESCO事業記念碑除幕式】【竣工式】
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【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

第
一
六
六
回
総
代
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
総
代
会
に
は
、
ご
多
忙
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
と
し
て
、
山

形
県
村
山
総
合
支
庁
農
村
計
画
課

渡

部
課
長
、
山
形
市
農
村
整
備
課

関
課

長
、
山
辺
町
産
業
課

渡
邉
課
長
の
ご

臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
総
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年

の
農
作
業
前
の
大
変
お
忙
し
い
中
を
お

集
ま
り
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
気
象
変
動
に
よ
る
台

風
、
記
録
的
な
豪
雨
の
襲
来
、
地
震
等

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
特
に
、
昨
年
四
月
四
日
の
熊
本
地

震
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
三
十

日
に
は
気
象
庁
が
一
九
五
一
年
の
統
計

開
始
以
来
初
め
て
東
北
地
方
の
太
平
洋

側
へ
直
接
上
陸
し
た
台
風
十
号
で
は
、

岩
手
県
、
北
海
道
地
域
に
大
き
な
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
幸

い
、
当
土
地
改
良
区
管
内
に
お
い
て
は

大
き
な
被
害
も
な
く
、
か
ん
が
い
期
に

お
き
ま
し
て
は
一
時
渇
水
も
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
用
水
に
つ
い
て
は
水
利
調

整
委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
と
組
合
員
の

ご
協
力
に
よ
り
比
較
的
順
調
に
推
移

し
、
収
穫
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
十
分
警
戒

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

営
農
に
支
障
の
な
い
よ
う
防
災
や
用
水

確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
年
は
、
四
年
に
一
度
の
総
代
、
役

員
の
改
選
時
期
を
迎
え
ま
す
。
総
代
は

十
月
六
日
任
期
満
了
、
役
員
に
つ
い
て

は
十
月
二
十
一
日
に
任
期
満
了
に
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
土
地
改
良
区

の
役
員
は
、
本
来
の
土
地
改
良
区
の
運

営
の
ほ
か
に
施
設
の
管
理
や
整
備
に
加

え
、
地
域
住
民
の
参
加
、
協
力
等
を
お

願
い
し
な
が
ら
環
境
保
全
や
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
努
め
る
な
ど
の
役
割
も
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
農

業
振
興
へ
の
一
層
の
貢
献
や
地
域
社
会

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど
、
新
た

な
役
割
を
土
地
改
良
区
の
実
態
に
合
わ

せ
て
行
っ
て
い
く
事
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
役
員
、

総
代
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
く
な

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
間
の
会
議
数
に
な
り
ま
す
が
、
当
土

地
改
良
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
重

要
な
役
員
会
や
諸
会
議
等
へ
の
出
席
、

そ
の
他
に
、
当
該
地
区
管
理
運
営
委
員

会
に
お
け
る
会
議
、
現
場
に
お
い
て
の

立
ち
会
い
、
作
業
等
が
加
わ
り
、
大
変

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
役
員
の
報
酬
額
は
他

の
農
業
団
体
と
比
較
し
て
も
余
り
に
も

少
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
面
が
非
常

に
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
役
員
、
総
代
の
な
り
手

が
減
少
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
土
地

改
良
区
運
営
の
根
幹
に
か
か
わ
る
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
土
地
改

良
区
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
さ
ら
に
大

き
く
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
中
で
、

あ
る
程
度
の
報
酬
額
の
改
訂
を
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
の
農
業
・

農
村
整
備
関
連
事
業
予
算
は
、
平
成
二

十
八
年
度
の
補
正
予
算
と
合
わ
せ
、
民

主
党
政
権
化
で
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
前

の
平
成
二
十
一
年
度
予
算
水
準
に
回
復

し
、
五
千
七
百
二
十
二
億
円
に
復
活
し

て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
当
土
地
改
良
区

と
し
て
は
、老
朽
化
し
た
施
設
が
多
く
、

造
成
し
た
施
設
の
機
能
を
長
期
に
わ
た

り
保
全
す
る
長
寿
命
化
対
策
と
し
て
、

農
業
施
設
の
更
新
工
事
に
取
り
組
む
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
基
幹
水
利
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、
農
業
水
利
施
設
保

全
合
理
化
事
業
が
順
調
に
予
算
化
さ

れ
、
早
期
に
完
成
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
土
地
改
良
区

の
よ
う
に
都
市
近
郊
の
小
規
模
農
家
や

土
地
持
ち
非
農
家
が
多
く
な
っ
て
い
る

地
域
で
は
、
水
田
の
大
区
画
圃
場
整
備

を
要
望
す
る
組
合
員
は
お
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
担
い
手
農
家
へ
の
集
積
や
集
約

第166回  総  代  会

　第166回通常総代会が、平成29年３月28日協同の杜　JA研修所　講
堂において開催されました。総代68名の出席をいただき上程された平成
29年度予算など全案件（75議案）が原案どおり可決承認されました。

平成29年度予算等　全案件が可決承認されました
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化
、
経
営
規
模
の
拡
大
等
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
水
田
の
畦
畔
除
去
等
に
よ

る
区
画
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
有
効
な

事
業
で
あ
る
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
と
も
、
事
業
を
継
続

し
、
拡
大
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

環
境
を
整
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

前
回
の
総
代
会
で
も
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
昨
年
の
九
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ
る
固
定
価
格
買

取
り
制
度
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
設

備
の
更
新
工
事
が
、
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
完
成
い
た
し
ま
す
。
工
事
期
間

中
、
皆
様
方
へ
大
変
ご
不
便
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
四
月
一
日
よ
り

新
た
な
施
設
に
よ
り
発
電
事
業
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
役
員
と
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
関
連
業
者
出
席
の
も
と
、「
小
水
力

南
舘
発
電
所
竣
工
式
」
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
四
月
二
十
一
日
は
、
最
上
川

中
流
土
地
改
良
区
「
小
水
力
南
舘
発
電

所
竣
工
祝
賀
会
」
及
び
「
事
業
推
進
大

会
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
総
代
の
皆
様

方
も
出
席
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号

平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計
収
支
補

正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
二
号

平
成
二
十
八
年
度
国
・
県
営
維
持
管

理
事
業
特
別
会
計
収
支
補
正
予
算
（
第

一
号
）

議
第
三
号

平
成
二
十
八
年
度
明
治
地
区
特
別
会

計
収
支
補
正
予
算
（
第
一
号
）

（
他
七
十
二
議
案
）

平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算
等

全
案
件
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
取
得
に
つ

い
て

議
第
二
号

平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計
収
支
補

正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
三
号

平
成
二
十
八
年
度
県
営
基
幹
水
利
施

設
門
伝
揚
水
機
場
管
理
事
業
特
別
会
計

収
支
補
正
予
算
（
第
一
号
）（他

八
議
案
）

第
一
六
五
回
　
総
代
会

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日 

開
催

◇◇◇小水力南舘発電所竣工◇◇◇
～竣工式・記念碑除幕式・祝賀会～

　平成28年９月より更新工事を行っていた小水力南舘発電所が完成し、平成29年４月１日に
関係者が出席して竣工式及びESCO事業記念碑の除幕式が執り行われました。
　神事を行った後、武田理事長らが起動スイッチを押すと、新しくなった水車が力強く回転し
発電が開始されました。
　最大出力は1,372キロワット、年間で約455万～650万キロワットアワーの電気を起こすこ
とが出来ます。
　また、平成29年４月21日には、多くのご来賓の方々よりご参列を頂き、事業推進大会と合
わせ竣工祝賀会が開催されました。
　吉村県知事からの「私も４月18日に視察に伺いました。小水力発電の先進的な取り組みと
して期待します。」との祝辞が紹介され、盛会裏に終了しました。
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利水豊穣春の祈願祭利水豊穣春の祈願祭
　利水豊穣春の祈願祭は、昭和56年
に初めて最上川の水が山形盆地に通
水された日を記念して毎年実施してお
ります。
　今年は、４月21日に利水豊穣碑前に
て最上川と馬見ヶ崎川の清水による
「合水の儀」に始まり、役職員全員で
「祈願拝礼の儀」を行い、今年の豊
水と豊作、農作業の安全を祈願いたし
ました。

【合水の儀】

【二ツ沼】

【利水豊穣の碑】

成
沢
地
区
維
持
管
理
委
員
会
　
委
員
長
　
三
　
澤
　
直
　
己

　
成
沢
地
区
維
持
管
理
委
員
会
は
山
形
市
の
東
南
に
位
置
し
、
受
益
面
積
は

約
十
七
ha
で
す
。
水
源
は
、
西
蔵
王
放
牧
場
に
あ
る
う
が
い
場
を
水
源
と
し

途
中
に
あ
る
二
ツ
沼
に
貯
水
を
し
て
必
要
に
応
じ
て
放
水
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
成
沢
地
区
は
昔
か
ら
水
の
確
保
に
苦
労
し
て
き
ま

し
た
。
時
に
は
他
の
地
区
と
の
水
争
い
が
あ
り
刃
傷
沙
汰
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
干
ば
つ
の
際
に
は
上
山
の
金
瓶
地
区
を
流
れ
る
酢
川
の
水
を
成
沢

地
区
ま
で
引
い
て
く
る
等
先
人
た
ち
の
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
。
現
在
も
ス
カ

堰
と
し
て
地
域
の
人
た
ち
で
春
に
村
の
窮
地
を
救
っ
て
き
た
水
路
の
見
廻
り

を
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
に
な
り
、
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
成
沢
工
区
と
し
て
圃
場
整
備
事

業
が
行
わ
れ
、
水
不
足
も
二
ツ
沼
か
ら
流
れ
る
鳴
沢
川
と
松
尾
川
の
二
カ
所

か
ら
の
取
水
に
よ
り
解
消
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
松
尾
川
に
揚
水
機
が
で
き

た
こ
と
が
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
成
沢
地
区
一
帯
も
都
市
化
の
波
が
お
し
よ
せ
、
次
々
と
住
宅
が

建
ち
、
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
介
護
施
設
な
ど
も
建
つ
な
ど
田

ん
ぼ
や
畑
が
次
々
と
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
以
前
の
面
影
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
残
っ
て
い
る
箇
所
も
一
部
は
市
街
化
区
域
内
に
あ
り
、
土

地
の
見
直
し
な
ど
で
農
地
の
減
少
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
組
合
員
の
高

齢
化
に
伴
い
耕
作
放
棄
地
な
ど
農
地
の
荒
廃
化

が
進
む
等
、
農
地
面
積
は
小
さ
い
な
り
に
都
市

近
郊
農
業
の
問
題
も
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
地
区
内
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
急
を

要
す
る
事
業
等
は
幸
い
に
し
て
起
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
温
暖
化
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
水
路
の

補
修
な
ど
予
期
し
な
い
被
害
に
よ
る
経
費
増
な

ど
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
今
後
、
維
持
管
理
委
員
会
と
し
て
一
層
の
経

費
削
減
と
維
持
管
理
を
行
っ
て
組
合
員
の
期
待

に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 お願い
水路の近くで遊ばない、

遊ばせない
ごみのポイ捨て禁止
ご協力をお願いします
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多
く
の
こ
と
を
学

び
、
身
に
つ
け
、

皆
様
の
力
と
な
れ

る
よ
う
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
お

役
に
立
て
る
よ
う

精
一
杯
努
力
い
た

し
ま
す
。

精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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　『
上
町
わ
か
ば
保
全
の
会
』
は
、
農
業
従
事
者
を
中
心
と

す
る
七
十
名
の
構
成
員
か
ら
な
る
「
農
地
維
持
活
動
」
を
行

う
活
動
組
織
で
す
。
平
成
二
十
六
年
に
設
立
し
、
今
年
で
四

年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
会
の
対
象
農
用
地
は
、
田
三
十
六
ha
で
あ
り
、
開
水
路

九
・
四
㎞
、
農
道
二
・
七
㎞
の
農
業
用
施
設
が
あ
り
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
春
の
実
践
活
動
に
伴
う
現
場
の
点
検
、
診
断

を
始
め
用
排
水
路
の
泥
上
げ
、
農
道
及
び
水
路
の
草
刈
り
、

秋
期
農
道
除
草
剤
散
布
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
用
水
路
等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
補
修
を
必
要
と
す

る
所
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
適
切
な
保
全
管
理
の
推
進
活
動

と
し
て
、
農
用
地
の
適
正
な
管
理
を
実
施
し
よ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
構
成
員
と
の
対
話
の
場
を
設
け
、
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

代
表
　
山
口
　
誠
一

多面的機能支払交付金　活動組織紹介

上
町
わ
か
ば
保
全
の
会

今年は任期満了に伴う総代・役員の改選期です。

◇ 総代の任期満了日　　平成29年10月６日

◇ 役員の任期満了日　　平成29年10月21日

■総代の定数　75名

■理事の定数　16名　　■監事の定数　３名

※総代選挙における日程の詳細は、これから山形市選挙管理委員会と協議し、選挙公報でお知らせし
ます。また、選挙人名簿整備のため組合員名が変更になった場合は、速やかに土地改良区へ届出をお
願いします。

※役員の選任は新総代就任後、10月７日から10月21日までの間に定款、規程等に基づく諸手続を経
て、総代会の議決により選任されます。

【草刈り作業】

【水路蓋掛け作業】　

地
区
名

組

織

名

称

長

町
長
町
・
沖
八
区
み
ど
り
の
会

出

羽
出
羽
自
然
を
守
る
会

中

野
中
野
み
ど
り
の
会

成

安
成
安
い
き
い
き
燦
々
水
土
里
の
会

見

崎
見
崎
農
地
水
の
会

今

塚
今
塚
水
土
里
の
会

明

治
ふ
る
里
明
治
１
０
０
の
会

江

俣
江
俣
水
土
里
の
会

片
谷
地
片
谷
地
み
ど
り
環
境
保
全
の
会

上
谷
柏
上
谷
柏
水
土
里
育
む
み
ん
な
の
会

大
曽
根
大
曽
根
ふ
る
さ
と
創
成
会

村
木
沢
村
木
沢
み
ど
り
の
会

柏

倉
「
柏
倉
」
自
然
を
育
む
み
ん
な
の
会

門

伝
西
部
グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部

本

沢
本
沢
地
区
豊
か
な
地
域
づ
く
り
協
議
会

船

町
船
町
み
ど
り
の
会

内

表
内
表
み
ど
り
の
会

椹

沢
椹
沢
地
区
ふ
る
さ
と
保
全
の
会

相

模
み
ど
り
の
会
さ
が
み

玉

虫
山
野
辺
玉
虫
地
区
ふ
る
さ
と
保
全
の
会

沼

木
南
沼
原
グ
リ
ー
ン
守
区
楽
夢

下

条
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
西
崎

志
戸
田
志
戸
田
水
と
緑
の
会

上

町
上
町
わ
か
ば
保
全
の
会

八
ヶ
郷
･中
野

八
ヶ
郷
・
中
野
耕
心
会

久
保
手
･隔
間
場

久
保
手
･隔
間
場
地
域
資
源
保
全
会

津
金
沢
津
金
沢
み
ど
り
の
会

八
ヶ
郷
･陣
場

陣
場
農
業
地
域
保
全
会

吉
野
宿
吉
野
宿
水
土
里
の
会

中
部
･陣
場
陣
場
み
の
り
の
会

飯

塚
飯
塚
み
ど
り
賛
寿
壱
の
会
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